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1. はじめに

長崎大学教育学部附属小学校算数科では ｢数理的な事象との出会いの中で,自らの数理

感覚をみがさながら,数学的な見方 ･考え方を広げ,転換し,つなげ,新たな数理を発見

する子供｣を育てることをめざした授業開発の実践的研究を行い,この活動を ｢数理体験

活動｣という｡｢数理体験活動｣は現行の小学校学習指導要領｢算数｣の目標に,新しく取り

入れられた ｢算数的活動｣に対応するものである｡

小学校算数科における分数指導はいろいろな課題を抱えながら今日に至っている｡分数

の学習は,子ども達の多くが苦手とする単元の1つである｡日常生活では,分数を活用す

る体験は多い｡しかし,実際に分数を用いて考えるような場面はほとんど見られない｡こ

のような現状も分数を苦手とする要因の1つであると考えている｡ 例えば,｢○等分のい

くつ分｣という表現は頻繁に用いられているが,その四則計算等は日常生活の中で必要性

はあまり感じられていない｡小学校高学年で学習する商分数,割合分数,異分母分数,そ

れらの乗除計算に対応する日常生活での必要性はますます遠のいている｡ このような現状

を考えると,子ども達の生活の中で分数に対応する ｢数理体験活動｣を期待することは,

ほとんど困難な現状にあると考えられる｡

しかし,子ども達が日常生活の中で,分数的な内容を経験することはかなりあると考え

ている｡ 筆者達が共同研究を行うことになったきっかけは,算数科の教材の話合いの中で,

次の算数パズルを話題にしたことであった｡

*長崎大学教育学部 **五島市立三井楽小学校
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‡ を次のような単位分数(分子が 1の分数)の和にあらわしてみよう0

2

--古 ･吉3

この口,○の値を求めるため,筆者の 1人は様々な数の組合せを何通りも考えたが,解 く

ことができなかった｡それは,単位分数を考えることの意味に戸惑いを持ったことが大き

な原因の1-であったo しか し,この‡ の持つ意味を｢2個のト キを3人で等分する方

法｣と考え,丸い2つの円を書いて,それを3等分する具体的な操作活動を行 うと,この

単位分数への分割は小学生でも扱える教材になると,すぐに直観することができた｡

筆者達は,小学校 5年生の分数指導を｢単位分数-の分割｣を教材とした15時間分の授業

案を作成 した｡全体構成を｢数理体験活動｣の視点から,各 1単位時間の授業を ｢算数的活

動｣の視点から授業構成を行った｡本稿は,その第1時限の授業について一,算数的活動の

視点から考察を行ったものである｡

2. 分数と数理体験活動

ェジブ ト数学では,‡ 以外の分数を単位分数で考えていたo リンドパ ピルスには,被

除数が2,除数が3から101までの奇数であるときの商の値が,異なる単位分数の和とし

て表示されている｡ これは次のような観点で考えられていたのであろうと推測されている｡

(佐々木,1994)

(1) 分解によって出てくる単位分数の個数をできる限り少数におさえる｡

(2) 最初に書かれる分数をできる限り大きくする｡

(3) 2項よりも多い場合には最後に出てくる分母をできるだけ大きくする0

また,G.G.ジョーゼフ(1996)は,単位分数の計算はエジプ ト独特のもので,他ではほと

んど見ることができないと述べている｡ この理由として,｢貨幣経済でない社会では取引

が品物で行われるから,配分のための分数計算が必要になる｡ 食料を分配 したり,土地を

分割 したり, ビールやパンの製造のために何種類かの穀物を混ぜたり,というような実生

活上の問題には分数計算が欠かせない｣などをあげている｡ このような単位分数の考え方

は,子ども達にとって日常生活の中にある分数の考え方を,活動を通 して再発見する ｢数

理体験活動｣に適する教材であると筆者達は考えている｡

多 くの教科書では,分数を量分数から導入 し,次第に他の場面での分数の意味づけに発

展させている｡ しかし,分数の意味は,分割分数,操作分数,割合分数,量分数,商分数,

有理数としての分数など多様な内容を持っている｡(中原,2000)) また,｢分数ができな
い大学生｣に代表されるように,算数 ･数学の学力低下が社会問題化 しているのも,この

分数の持っ意味の多様性が大きな要因の 1つになっている｡(西村,2000)

本稿での分数指導の考察は,｢単位分数-の分割｣を,具体的な操作活動による分数の

意味理解に視点をあてて行った｡授業での教師のかかわりは,｢除法と分数,および整数,

小数,分数の相互関係や,異分母分数の加減算の仕方を調べる活動を通 して,単に形式的
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な理解.にとどまらず,自分なりの見通 しのもと,進んで問題解決に取 り組み,数理感覚を

みがきながら,除法と分数の関係を統合的に考察 し,分数を 1つの数としてとらえて活用

することの有用さを実感すること｣とした｡

授業は,単元初発の数理体験活動として, 4個のケーキを6等分するという｢大きなか

たまりで等分 しよう｣という課題を考えさせることから始めた｡すなわち,｢4個のケーキ

をできるだけ大きなかたまりで 6等分する｣意味を理解することから数理体験活動が始ま

る｡ここでは,帰納的な方法により,ケーキを等分する課題の理解を図った.具体的には,

2人で4個のケーキを分ける｡ 3人で4個のケーキを分ける｡ 4人で4個のケーキを分け

る｡ そして, 6人で4個ケーキを分ける｡ この手順でケーキを分ける課題から,分数の分

解へと思考の対象を変化させると同時に,帰納的考え方を経験 しながら,算数的な考え方

のよさを体感させることをねらいとしている｡

3.算数的活動の要因

'附属小学校で行われてきた数理体験活動を取 り入れる算数科の授業は,全体の単元構成

を ｢問題をとらえる｣-｢数理追求｣-｢数理獲得｣-｢数理を活用する｣ で構成 している｡

また,1単位時間の授業構成は,子ども達が算数的活動を行う視点に立ち,3段階の授業構

成を行う｡さらに,算数的活動を誘発する要因として,｢既習の知識｣｢算数的考え方｣｢創

造性の基礎｣｢算数の活用｣の4つを考えて,教材研究や授業構成を行う｡(平岡,2004)

単元全体の構成は,資料 1に示 しているが,本稿では,その第 1時について考察する｡

第 1時の授業構成は,次のように行った｡

第 3段階

第2段階

第 1段階

ケーキを等分

に分けること

の意味を理解

する

6等分する方

法が,いろい

ろあることに

気づく

4個のケーキ

を 6人で等分

に分ける方法

を考える

1人分の量を

表す方法を考

える

6等分す る方

法を分数で表

す ことがで き

る

割 り切 れない

割 り算 の商 と

分数 の関係 を

考える
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授業構成の段階において,算数的活動を誘発する4つの要因を次のように捉えていた｡

(丑 ｢既習の知識｣について

ケーキを分けることは,日常生活の中でよく行われることである.この分割を分数

で表すことは,n等分するという表現で表しているが,i と表すこ.ともある｡ この
n

関係を,本時でもう一度確認をする｡

② ｢算数的考え方｣について

4個のケーキを,2人で等分する方法,3人で等分する方法,4人で等分する方法,

そして6人で等分する方法という帰納的な考え方を経験する｡

③ ｢創造性の基礎｣について

ケーキを等分した1つのかたまりを分数で表すこと,また1人分の量を分数の和で

表すことができることができるようにする｡ 1つの分数を異なる分数の和で表すこと

ができることに気づく｡

④ ｢算数の活用｣について

日常生活において,等分に分割した量を分数で表し,全体の量を計算することがで

きることを確認する｡

4. 分数指導の実際とその考察

1ケーキを等分に分ける意味を理解する｡

日常生活では,分配するのに大きなかたまりで等分することがよくある.

授業は,4個のケーキを4個の○で表し,子ども達に提示することから始めた｡帰納的

な考え方によって,まず2人で等分する方法を考えさせると,ほとんどの子ども達が ｢2

個ずつのかたまりで等分すればよい｣と答えた｡ここでは,操作的活動,すなわち図を用

いて確かめること,この操作を ｢4÷2-2｣の式で表現することもできた｡これは,既

習の知識を適用していると考えることができる｡

そこで,子ども達の考えに揺さぶりをかける意味で,各ケーキを下図のように等分して

提示した｡これは,2人がそれぞれのケーキを半分ずつ分ける方法もあることを示すため

であった｡

qD(]DqD(]D
しかし,子ども達は,ケーキを2個ずっ分ければいいこと,そして,できるだけ大きな

かたまりで等分することに反することを確認させることができる｡ 一方,この分け方は日

常生活では自然な分け方であることも全員で確認することができた｡
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2 算数的活動の必要性を抱く｡

この後,教師側から順次3人,4人,6人でそれぞれ等分したときの1人分の大きさを

求める課題を提示したり,式で表したり,具体的な操作で等分する方法を説明する算数的

活動を通して,これらの関連を考えさせることになる｡

3人で等分する方法は,4÷3-1.333-となり,割り切れない｡ しかし,4個のケーー

キを等分に分けようとすると,次の2つの図①,②のような方法が,子ども達から導かれ

た｡①は1個のケーキをそれぞれ3等分する方法であるが,これは日常生活の経験から導

かれたものであるo計算では4÷3-i-‡×4となるが･これは後で舶 させたい楠 であるo

=二 二 =二 二 =-: = =二 二 二

また,計算 ｢4÷3-1あまり1｣の意味を考えると,まず1個ずつのケーキをわけて,

残った1つのケーキを図のように3等分してわける方法であるが,これも日常生活の経験

を通して子ども達から導くことができた｡

○ (〕○ ぬ --②
ところで,子ども達は割り算を分数で計算するのではなく,ほとんど全員が小数で商を

表す｡この場合,求めた小数で分割を表すことは大変難しい｡しかし,図による3等分を

分数‡ で表すことはできる｡ このことに気づかせることが,算数的活動を誘発する要因

の1つである ｢創造性の基礎｣を培うことになる｡

4人で等分する場合は,4÷4-1となり,1人1個ずつ分ければよい｡

また,6人で等分する場合は,4÷6-0.666-となり,割り切れないため商を求める

ことができない｡子ども達は3人の分割と同様に図を等分して求めようとするが, 1個ま

るごと分けることができないことに気づく｡ここで,本時の課題である ｢4個をできる限

り大きなかたまりをつくり6人で等分しよう｣を提示する｡

ここまでは,第 1段階の授業であるが,･そのねらいは,

O ｢等分する行為｣が,除法で表現できること,｢その結果｣が整数や分数で表現でき
そうであること｡

○ 等分する際は,与えられた個体をできる限りそのまま,つまり,大きなまま等分しよ

うとする行為が自然であること｡

の2点に気づかせることである｡ ここで教師のかかわりは,次の3点が重要になる｡

○ 図による具体的操作が可能となる学習材を準備すること｡

○ 等分の行為を式で表現することを促す発問すること｡

○ 多様な分割方法を認めると同時に,不必要に単位を分割する行為を示すこと｡
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3 4個のケーキをできるだけ大きなかたまりで6等分する｡

第 2段階では,｢4個のケ-キを6人で等分する｣課題を考えさせる｡子ども達は, 2

人, 3人,4人の場合について話し合ったことから, 6人の場合にこの考え方を適応させ

る方法を考えるさせる｡数学的活動の視点からは,帰納的な考え方と類推的な考え方を用

いて,普遍的な方法を考察することがねらいでもある｡ ここでは,特に思考の継続のため

に,学習への意欲を喚起することが重要である｡実際,授業では子ども達は次のような3

通りの方法を考え出した｡

(1)1個のケーキをそれぞれ6等分して,6人が4個のケーキからそれぞれ1つずつ取る｡

* * * * ･･･4･6-i
(2)1個のケーキをそれぞれ3等分して,6人が2個ずっ取る｡

ぬぬぬぬ ･･･4÷6-‡
(3)3個のケーキをそれぞれ2等分し,残り1個を6等分して,‡ のト キと‡ のケー

キを1個ずっ取る｡

000顧･･･4÷6-÷･÷
授業において,教師は,できる限り子ども達の考え方を活かすことが重要である｡その

ためには,子ども達一人ひとりが分割する方法を記録することが,評価を含めて,その後

の指導においても重要になる｡

4 結果を紹介し合い,等分の方法や1人分の大きさについて話し合う｡

1) (1),(2)の方法について

実際授業では,子ども達は前述の3通りの方法で等分していた｡そこで,それぞれの方

法を図に表し,子ども達に提示して,｢どのような考えで等分したのでしょう｡｣と,それ
ぞれの分割方法の説明を考えさせる｡ここで,子ども達による説明は,できるだけ他者理

解の方法により,算数的な方法の広がりを体感させることが大切であり,このような態度

を育成する場として活用したい｡この過程で,子ども達に,

○ (1)は,これまでの分数の考え方, 1つ分を人数で等分する方法であること｡
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○ (1)を ｢できるだけ大きなかたまりで等分する｣ということを吟味すると,(2)の方法に

なること｡

について,理解させることができる｡

2) (3)の方法について

○(3)は,まず, 2等分するだけで,つまり,できるだけ大きなかたまりrで,どれだけ
等分できるか,考えていること｡

などを理解させることが大切である｡

子ども達は,これまでの日常生活の経験や学習を通して,｢1･個を等分する｣ことや

｢同じ大きさに等分する｣ことについては理解できている｡ しかし,｢3個をそれぞれ2等

分,残りを6等分｣といった分け方については,ほとんど経験していない｡このような等

分方法は,課題 ｢できるだけ大きなかたまりで6等分する｣を理解する過程で発想される

ものである｡ 筆者達は,4個のケーキを3人で等分に分ける過程が,異なるものの組合せ,

すなわち1個と‡ 個が1人分になることを理解することであると考えている｡ これC･i･算

数的活動を誘発する要因の1つである ｢創造性の基礎｣を培うことに通じると考えている｡

5 1人分の大きさについて話し合う

子ども達は,それぞれの等分の方法を理解したものの,(1),(2)と(3)の方法との間で葛

藤を生じ,まず,それぞれによって生じた1人分の大きさ
(‡,Ii ‡.‡)に着目して

いる｡ そこで,教師は,｢それぞれの等分によってできた1人分の大きさは,違うのかな?｣

と,操作的活動とその分数表示との違いについて発問する｡

子ども達は,すべて大きさは同じであることを図によって確認することができる｡

4

｢とすれば,‡+‡ ニー6'

るのだろうか｡｣

｢‡ と‡ が同じ大きさなら,

という疑問を持っであろう｡

‡4 -‡ と な る｡ ど のよう に 計算すると,‡ や‡ にな

もっと同じ大きさの分数はあるのだろうか｣

最も大きいかたまりを含む方法は,(3)だということは納得できるが,異なる表現によ

る表示に関しては,疑問が生じてくる｡ このことが ｢異分母分数のたし算の仕方｣に関す

る疑問 ･欲求の発露になる｡

6 割り切れない場合の割り算の商について話し合う

最も大きいかたまりで分ける方法は,(3)だということは皆納得する｡ しかし,子ども

達は,割り切れなかった ｢4÷6の商の表し方十に関する疑問は消えないであろう｡

｢4÷6-‡+‡｣の表現は･これまでにはなかったものであり,答えとしてはおかしい｡

i や‡ がいいOなど顔 見が 出てくるo ある いは , ‡ よ り‡ の方が,小さい数で表し
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ているから･4÷6の商はi がよいとする子ども達もいるo

つまり,最も大きいかたまりで分ける方法としては(3)がよいが,商を求める方法とし

ては(1),(2)がよいというのである｡ これらの意見は,古代エジプト式の分数の表し方と,

抽象化,一般化された現在の分数の考え方とのよさの比較の葛藤であるとも言える｡ その

葛藤が,本単元を学習していく原動力としての疑問 ･欲求を誘発することになる｡

以上,算数的活動,及び,その結果について話し合ったことによって,子ども達は,

① 商の表し方をはっきりさせたい｡

(参同じ大きさの分数をもっと見付けたい｡

③ 分母がちがう分数のたし算やひき算の仕方を考えだしたい｡

④ 大きなかたまりで等分することをもっとしたい｡

といった疑問 ･欲求を抱くのである｡

｢商の表し方｣｢同じ大きさの分数｣｢分母がちがう分数のたし算やひき算の仕方｣｢大き
なかたまりで等分すること｣といった今後の学習内容に関する事柄について疑問 ･欲求を

抱くことができたのは,本時学習における子ども達の最大の変容と言ってよい｡

5. 授業を終えて

ここでは,授業における子ども達の変容について考察する｡

1 4個のケーキをできるだけ大きなかたまりで6等分することを知る

できる限り大きなかたまりのまま等分することが,自然な行為なのであることを確認

し,本時の算数的活動への意欲をもつ

2 4個のケーキをできるだけ大きなかたまりで6等分する

本時の算数的活動における ｢できるだけ大きなかたまりで｣という条件こそ,後に,

子ども達が多様な疑問 ･欲求を抱く上で重要な方法を生み出すこととなる｡

筆者達は前節3(3)の方法を考え出したことは,子ども達にとって,大きな変容であ

ると考えている｡

(3)3個をそれぞれ2等分する｡

残り1個を6等分する｡

①①0 額･･･4÷6-i.÷
3 結果を紹介し合い;等分の方法や1人分の大きさについて話し合う

子ども達は,他者理解,またはその説明を理解する過程で,新たな算数的な方法の広が

りを体感することができると考えている｡もちろん,このような等分の方法が可能である

と気づかなかった子ども達にとっては,驚きと同時に,その意味を理解すると不思議さや
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おもしろさを感じることができるであろう｡ それは,等分割はそれぞれを同じように等分

することが,子ども達にとって日常生活の中で ｢当たり前｣になっていることと考えるこ

とができる｡

この ｢当たり前｣の考え方を抽象化し,一般化したものが分数である｡(3)のような場

面との出会いは,分数の考え方の歴史の過程の出会いでもある｡ ケーキを分割するという

具体的な操作活動を分数で表すという考え方は,その後合理的に抽象化,一般化され今日

に至っている｡ しかし,この中で分数自身にいろいろな意味が付加され,逆に学習する際

に大きな負担になることがある,この分数のように｡それは,子ども達に葛藤を生じさせ

ることになる｡子ども達はこの葛藤を通して,導き出した商は同じ大きさなのか,どの答

えがよい考え方なのかを追究しようとする｡ このような異なる表現が等しいものであるこ

とを示すために,発想の転換が必要になり,そのきっかけとなるのがこの場面である｡

4 1人分の大きさについて話し合う

･‡+‡-甘,‡+‡ 弓 となるo どのように計算すると,‡ や号 になるのだろ
4

うかo｣｢‡ と‡ が同じ大きさなら,ら-と同じ大きさの分数はあるのだろうか｣という

疑問を子ども達は抱く｡ 異分母分数の計算方法,等しい分数について,の疑問である｡本

単元で追究すべき重要な視点である｡その意味で,これらの疑問 ･欲求を抱いたことは,

重要な子ども達の変容であると考えている｡

5 割り切れない場合の割り算の商の表し方について話し合う

子ども達は最も大きいかたまりで分ける方法としては(3)がよいが,商を求める方法と

しては(1),(2)がよいという｡ これらの意見は,古代エジプト式の分数の表し方と,抽象

化,一般化された現在の分数の考え方とのよさの比較の葛藤でもある｡これもまた,子ど

も達の重要な変容である｡本単元の学習を進める上で,重要な疑問 ･欲求であり,学習へ

の意欲を生じさせることになる｡

6. おわりに

本稿は,分数を単位分数の和に分割するという筆者達が感じた衝撃と戸惑いがきっかけ

であったが,実際の授業でも第5学年の子ども達も同様の反応を示していた｡また,分数

の学習経験の浅い子ども達だからこそ,｢大きなかたまりごとに分ける｣ことを柔軟に行

う子ども達も少なからずいた｡図を用いて考えること,割 り算で考えることなど,具体的

な方法と算数で学習した知識を用いる方法などの,具象的な考え方と抽象的な考え方によ

り,子ども達はそれぞれの考え方がもつよさの間で葛藤を生じさせることになる｡ このこ

とが具象から抽象への過程を経験する算数的活動である｡ 子ども達は分数表示の持つ意味

を理解するプロセスを体感し,｢異分母分数の和と1つの分数が等しい｣ということを理解
すると同時に,分数の意味の多様さを体感することができる｡

本実践 ｢大きなかたまりで分けよう｣では,単元 ｢分数と小数｣の第 1時の授業におけ

る算数的活動の考察を行った｡その結果,子ども達は主として,
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1̀)等分の仕方のよさめ違いの明確化

2)異分母分数の加減法への疑問

の2つのことがらに強い欲求や疑問を抱いていた｡そこで,筆者達は本活動の経験をもと

にして,自ら学ぶ意欲と態度をもって,その後の追究を展開させるに違いないと考えてい

る｡

上述のことがらに対する強い欲求や疑問を,｢大きなかたまりで分ける｣活動経験を想

起しながら,その後の学習を展開し,異分母分数の加法を見出しながら,それぞれの等分

方法のよさを明らかにしていった｡このように,｢算数的活動｣は,子ども達の素朴な考

え方 (具象に対する考え方)を引き出し,それぞれを比較検討することによってどれが最

もよい方法なのか検討を促したり,より抽象化された考え方に出会わせて葛藤を生じさせ

たり,よりよい考え方への憧憶を引き出すことができることに最大の効用がある｡ それは,

具象から抽象への考え方へ進化してきた過程を経験することであり,よりよい考え方への

追究意欲と態度を高めることでもある｡そのために,教師は,その教材研究において,数

学史の視点から,その発生や考え方の推移などについての理解を深めることが授業展開を

豊かにさせることが要素の1つになると考えている｡

算数的に価値ある活動は,このような算数の学習内容に流れる素朴で自然な考え方が生

じるような活動がよい｡算数の学習内容は,ある事象甲処理の仕方,表し方が,先人たち

の努力によって考え出され,抽象化されたものが多い｡だから,私たちは,回り道のよう

でも,指導したい学習内容がどのように成立していったのか研鏡を深めることによって初

めて,価値ある算数的活動を創出することができる｡ それは,先人たちの具象的考え方を

抽象的なものへと高めていった知恵の結晶を追体験する活動でもある0

問題解決にかかわる考え方や方法は,特定された具体的な環境に適応するための自然で

素朴なものから,簡便性,効率性のあるものを重視したものへと発展を遂げる｡ある特殊

な具象的な場から,一般性,広汎性をもつ抽象的な場へと問題意謡はi移行することにより,

考え方や方法が発展していく｡ 分数の考え方もまた,このパズルのような場面から,｢い

つでも,簡単に,誰もが｣数量を表現することができる場面へと移行してきたと考えられ

る｡ まさしく,具象から抽象への移行,発展である｡

このパズルに流れる等分の仕方の考え方を知った衝撃は,抽象から具象へと引き戻され

たことによってもたらされたものであった｡このような見方 ･考え方の発展過程を,筆者

達が本単元で体験的に導入しようと思いいたったのである｡ もちろん,単元第 1時におい

て設定した算数的活動が,単元の学習すべてを貫く内容を含んだものではない｡前述のよ

うに,単元の学習は,それ自体,具象的な考え方から抽象的な考え方へと子どもの考え方

が発展する過程であり,それを基にした方法を体得する過程である｡ そのためには,具象

から抽象へと発展させるために工夫した問題場面なり,制約条件が設定されなければなら

ない｡

例えば,この単元では,｢約分｣といった考え方のよさを学ぶことが,どうしても必要

であるが,本単元では,｢24分の6｣日を時計図に表す活動を設定した｡それを詳しく追

究していき ｢4分の1｣日を表せばよいことに気付き,イメージしやすい,数がとらえや

すいといった ｢約分するよさ｣を子ども達は味わうことができた｡

算数の学習内容の多くは,具象から抽象-と考え方が発展する過程を経て成立している｡
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それぞれの内容に合った算数的活動を,単元のあらゆる時間に準備することが研究課題で

ある｡本稿では主として第 1時の算数的活動について述べたが,先の約分の例のように,

単元第 1時以降の算数的活動も同様に開発を続けなくてはならない｡あまりにも多くの時

間を要するようではあるが,実は,.tの展開のなかに:設定する算数的活動の開発は,第1

時のものと同様な点が多いだろうという見通しをもっている｡ この算数的活動もまた,先

人たちの見方 ･考え方の発展の過程を精査することにより,可能となることは間違いない｡
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<資料>

研究主題

第5学年 1組

長崎大学教育学部紀要 教科教育 No.45(2005)

数理感覚をみがく算数科学習

算 数 科 学 習 案
自 13:00

平成13年2月8日 (木)至 13:45

授業者 池 田 敏 彦

Ⅰ 単元 分数

Ⅱ 数理感覚をみがく学習の組織

単元の目標

○ 身近な数量に関心をもち,除法と分数を統合的に考察 し,分数を1つの数でとらえ
ようとする｡
○ 分数の性質を用いて小数や整数との関係を考察 したり,計算に生かしたりしよう
とする｡
○ 友達の考え方や教師とのかかわりの中で,それぞれの考え方のよさにふれ,自分
の考え方を高めていこうとする｡
○ 整数や小数を分数で表 したり,分数を整数や小数で表 したり,異分母分数の加減
算をしたりすることができるとともに,商分数,約分,通分の意味が分かる｡

子供の実態

○ 日常生活において,食べ物の残量や長さ等の量をおよその分数で表すなど,任意
量や単位量を全体量としてそれに対する部分量を分数で表現する経験を積んでき
ている｡
○ さまざまな等分の仕方,量分数や分割分数としての分数の意味や表 し方,及び同
分母分数の加減算の仕方について学習 し,分数についての理解を深めてきている｡
○ 除法と分数,及び整数,小数,分数の相互関係や異分母分数の加減算の仕方を調
べていくことを通 して,自分なりの観点をもち,意欲的に分数を1つの数として見
方を広げたり,転換したり,活用したりして取り組むことが期待される｡

教師のかかわり

除法と分数,及び整数,小数,分数の相互関係や,異分母分数の加減算の仕方を
調べる活動を通 して,単に形式的な理解にとどまらず,自分なりの見通 しのもと,
進んで問題解決に取り組み,数理感覚をみがさながら,除法と分数の関係を統合
的に考察 し分数を1つの数としてとらえて活用することの有用さを実感することが
できるよう,下記のようなかかわりをする｡
○ 子供自らが,複数の単位量を等分する際,いくつもの等分の方法があることに気
づき, 1つ分の量や表 し方,及び異分母分数の加減算について疑問や欲求を抱 く
ことができるように,単元初発に ｢大きなかたまりで等分 しよう (4個のケーキ
を6等分する)｣という活動を組織する｡
○ 子供自らが,異分母分数の和を求める際,その加法のみならず図を用いて解決で
きる場合があることやその有用さを獲得 ･実感できるように,数理追究 ･獲得過
程で ｢『1/2+1/4+1/8+1/16+1/32』の和をもっと簡単に求められないか｣と課
題を強化 したり,長方形を2等分 し,その一方をさらに2等分する操作を繰り返 し
た図を提示するといったきっかけを与えたりする｡
○ 子供自らが獲得 してきた,目的に応 じた等分の仕方の面白さや異分母分数の加減
算の仕方の有用さを味わうことができるように,単元終末に ｢大きなかたまりで
等分する方法に挑戦しよう｣という活動を組織する｡
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15時間

1｢大 きなかたまりで分けよう (できるだけ大 きなかたまりで等分する｣を行い,学習計画
を立てる｡ (1時間)<本時>
0 4個のケーキをできるだけ大 きなかたまりで6等分することを知 り,調べる｡
○ 等分の仕方や 1つ分の大 きさを聞き合 う｡
0 2つの単位分数による等分の仕方を知 り,その有用 さや商の表 し方についての疑問や
欲求を出 し合い,学習計画を立てる｡

① 商の,分数による表 し方をはっきりさせよう｡

(卦 同 じ大 きさの分数を調べよう｡

③ 分母が異なる分数のた し算 ･ひき算の仕方を調べよう｡

④ 大 きなかたまりで等分する分け方に挑戦 しよう｡

①商の,分数による表 し方をはっきりさせ

よう

②同 じ大 きさの分数を調べよう｡

2 商を分数で表す方法を調べる｡ (4時間)
○ 除法 (等分除,包含除)と分数の関係につ
いて調べる｡
･2mのテープを3等分したときの1つ分の
長さを求める｡
･求めた結果を実際のテープと比較する｡
･線分図で表し, 1つ分のテープは2/3mと
表せることをとらえる｡
･2mのテープを○等分したときの1つ分の
長さを分数で表す｡
○ 除法 (包含除)と分数の関係について調べる｡
･鋸足のやかんは7ri岸のやかんの何倍か求める｡
･9/7倍となる根拠について考える｡
･図で表し,9/7倍になることをとらえる｡
･a÷b-a/bと表せることが分かる｡
○ 小数と分数の関係について調べる｡
･2/3と0.6の大きさを比べる｡
･分数を小数で表す｡
･商を分数に表すよさについて話し合う｡
･小数の仕組みを用いて,分数で表す｡
○ 整数と分数の関係について調べる｡
3.等しい分数について調べる｡ (3時間)
○ 等しい分数について調べる｡
･図を用いて,1/2と同じ大きさの分数をつ
くる｡
･単位の取り方でいろいろな分数で表すこと
ができることをとらえる｡
･等しい分数のつくり方が分かる｡
○ 約分について調べる｡
･分数を分母が小さい分数に表す方法を考える｡
･約分の意味や仕方を知り,練習をする｡
○ 通分について調べる｡
･3/51!,pJvと2/3tl,yvの大きさ比べをする｡
･通分の意味を知る｡

/
数
理
活
用

終末の数理体験活動

③分母が異なる分数のた し算 ･ひき算の仕

方について調べよう｡

4 分母が異なる分数のたし算 ･ひき算の仕方に
ついて調べる｡ (5時間)
○ 異分母分数の加減法の仕方について調べる｡
･異分母分数の加法の仕方を考える｡
･図に表し,通分して加えればよいことをとら
える｡
異分母分数の滅法の仕方を考え
図に表し,通分して加えればよ
えるo

る｡
いことをとら

･練習をする｡
○ 加法,滅法の混合算や帯分数の加減算の仕方
を調べる｡
･3つの分数をはじめに通分して計算すること
をとらえる｡
･答えは仮分数で表さないことをとらえる｡
･帯分数どうしの加減算は,整数と真分数に分
けて計算すればよいことをとらえる｡
○ 異分母分数の加減算の練習をする｡
○ 異分母分数の3ロの加減算の練習をする｡
○ 異分母分数の加法の図を用いた求め方を調べ
る｡

･1/2+1/4+1/8+1/16+1/32の和を求める｡
･B4版の用紙を2等分し,一方をさらに2等分
した図を見て,図で求める方法を考える｡
･場合によっては,.異分母分数の加法が図を用
いて簡単に求めることができることをとらえ
る｡

12 ｢大きなかたまりで等分する方法に挑戦しよう｡｣を行い,目的に応じて分数をっくり出す面白さや
獲得した異分母分数の加減算の有用さを味わうことができる｡ (2時間)
○ できるだけ大きなかたまりで,4つのケーキを6等分する方法を想起する｡
○ できるだけ大きなかたまりで2つのケーキーを□等分する方法と1つ分の大きさを調べる｡(ただし,
2<□<10)
○ 異分母分数で表された1つ分の大きさを1つの分数で表し,答えを確かめる｡
○ さまざまな2/ロが表せれば,すべての分数が単位分数の和で表せることをとらえる｡
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Ⅳ 本時の学習

(1) ねらい

｢大 きなかたまりで分 けよう (4個のケーキを 6等分す る活動)｣を行 い,商の分数 に

よる表 し方の関係や,同 じ大 きさの分数,及び異分母分数の加減算の仕方,大 きなかたま

りで分 ける方法 についての疑問や欲求を抱 き,今後の学習計画を立案す ることがで きる｡

(2) 展 開

子供の取り組み 教 師 の か か わ り

1.4個のケー
キを,できる

だけ大 きなか

たまりで 6等
分することを

知る｡

2.4個を大 き
なかたまりで

6等分する｡

3.結果を紹介
し合い, 1人
分のかたまり

の大 きさにつ

いて話 し合う｡

問

過

I--学習材 1---･

〇〇〇〇
合同な円形のケー

キ4個のモデル
(円には,目盛り

がついている)

--･一･学習材2-･-=

習材1のケ-
半分にしたも

---学習材3- ･-

合同な円4個
(円には中心と12
等分する目盛り

がっいている)

-･-学習材4･-････

ア,イそれぞれの
等分の仕方を表す

図

○ 学習材 1を提示 し, 4個のケーキを2人で
等分する場合の1人分の量を問う｡子供は容
易に4÷2-2と立式 ･求答すると思われる｡
その際,学習材 2のように分割せず,大きな
かたまりのまま等分する方が便利で自然であ

ることを確認する｡

次に,ケーキの個数は変えず 3人, 4人で
できるだけ大きなかたまりで等分する場合の

1人分の量を問う｡子供は, 4人の場合は容
易に立式 ･求答できるものの, 3人の場合は
割り切れず困難であることを指摘すると思わ

れる｡

そこで,学習材 1を用いて,まず 1個ずつ
ケーキを配布 し,残りの1個を3等分すれば
よいこと, 1人分は (1+1/3)個になる
こと,4÷3-1+1/3と表現できること
を子供とともに確認 したい｡

さらに, 6人に等分するときの1人分の大

ず 1人分の大きさは容易に求答できないこと

を指摘すると思われる｡そこで,学習材3を
配布 し,自由に用いて考えてよいこと,でき

るだけ大きなかたまりで分けることを確認 し,

活動題 ｢4個を,できるだけ大きなかたまり
で6等分 しよう｣を設定する｡
○ 子供は,以下のような方法で等分すると思
われる｡

ただし,クで等分する子供は極少数であろう｡

ア額傘額額 1個を6等分する0
1人4/6個

イぬぬぬぬ 1個を3等分する｡
1人 2/3個

り①00額3個を2等分,1個を6等
分する

1人 (1/2+1/6)個
ここでは,子供の活動を見守る立場をとるが,

等分の仕方や 1人分の大きさをメモするよう
促したい｡

○ 調べを終えた子供に,等分 したそれぞれの
1人分の量を紹介し,自分の立場をとるよう
促す｡子供は,立場が違う友達に対 して,そ

の等分の仕方の説明を要求してくると思われる｡

そこで,学習材 4を提示 し,ア,イそれぞ
れの等分の仕方の説明を順次促す｡その後子

供は,アよりもイの方がかたまりが大きいこ

と,1人分の量4/6個と2/3個は同じ大きさで
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あること,4÷6の商はそれぞれ ｢4/6｣｢2
/3｣と表せることに気づいてくると思われる｡
ここでは,学習材 5を用いて1人分の量を表す
図を重ね,4/6個と2/3個が同じ大きさであ
ることを確認 したい｡また, この2つの分数の
他にも同じ大きさの分数はありそうだという見

通 しももたせるようにしたい｡

さらに別の等分の仕方として,学習材 6を用
いて,クの等分の仕方を説明する｡子供は,よ

り大きなかたまり1/2個で等分できること,
1人分の量が (1/2+1/6)個であること,
商は1/2+1/6と表せることに気づいてくる
と思われる｡ここでは,1人分 (1/2+1/6)
個が4/6個や2/3個と同じ畳か問い,異分母
分数の加法であるため計算が困難であることを

確認 した上で,学習材 7を用いて, 1人分の量
はどれも同じ大きさであることを確認する｡

その後,この等分の仕方について感想を尋ね

ると,大きなかたまりで等分できることや等分

の仕方のおもしろさを指摘するとともに,この

方法で等分 してみたいという欲求を述べると思

われる.この等分の仕方は大昔エジプ トやヨー

ロッパで行われていたことを簡単に説明し,大

きなかたまりで等分する方法についての関心を

強めたい｡

これまでの活動から,クの等分の仕方が大き

なかたまりで等分できることにともに, 4÷6
の商が学習材8のように様々に表すことができ
ることを確認する｡その上で, かたまりの大

きさを考えなければどの表し方がよいか問う｡

子供は,除数 ･被除数と分母 ･分子の関係や,

分母の大小,分数の数等を視点に,1/2+1/6
の不便さ, 4/6の便利さ, 2/3の簡潔さを指
摘 しながら,小数では的確に表せない商の表 し

方について明確にしたいという欲求を抱いてく

ると思われる｡

○ そこで,以上の学習を通 して抱いた,今後学
習 していきたいことを紹介 し合わせ,その順序

性については適宜助言を与えながら,下記のよ

うな学習計画を立案 したい｡

学 習 計 画

①商を分数で表す方法をはっきりさせよう｡

②同じ大きさの分数を調べよう｡

③分母が異なる分数のたし算 ･ひき算の仕方

を調べよう｡

④大きなかたまりで等分する方法に挑戦 しよ
う∩
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